
第2回災害時ネットワーク交流会プログラム

時 間 プ ロ グ ラ ム 内 容

17：20～ 入室受付開始

17：30～17：35 開会のあいさつ

17：35～17：45 災害時ネットワークの運用説明とシミュレーション実施について 

17：45～18：30

「熊本県訪問看護ステーション連絡協議会における災害後の体制構築と
その後の実践活動やBCP支援について」

 木村 浩美 様 （社会医療法人寿量会 訪問看護ステーション清雅苑管理者）

「2011年東日本大震災
 東京都北区あすか山訪問看護ステーション所長の体験」

平原 優美 （日本訪問看護財団 常務理事）

18：30～18:55 質疑応答 ・ 意見交換 ・ 災害時のお役立ち情報等ご紹介

18：55～19：00 閉会の挨拶

開催）2025年10月8日17時30分～



第2回災害時ネットワーク交流会の報告 開催）2025年10月8日17時30分～

＜講演＞
熊本県訪問看護ステーション連絡協議会における災害後の
体制構築とその後の実践活動やBCP支援について

訪問看護ステーション清雅苑 木村浩美 氏

質疑応答・意見交換

・熊本県のブロック内でペアステーションを構築
・連絡網（トップダウン）では時間がかかることからボトム
アップの連絡網の体制に変更、統一した様式がないことから
県統一のマニュアルを作成した等の改善点を報告
・ステーションがSOSを発信するとそれをキャッチする仕組み
として、具体的な様式を紹介
・各事業所で準備、備えるものを具体的に紹介
・豪雨災害の際に利用者宅の片付けに、在宅看護実習で受
け入れた大学に学生ボランティアの派遣要請したことなど
管理者会の活動について具体的に報告
・管理者会として訪問看護師同士が頼れる、繋がる、支え
合うことをスローガンに掲げ、日頃の交流内容について紹介
・利用者に向けた教育と支援について、具体的な内容を紹介
・災害シミュレーションの方法や事前準備など、実際に活用さ
れた資料を共有
・BCPもBCMも終わりはなく、永遠に完成はしないという
観点から団体として、各事業所として取り組む内容を共有

＜講演＞
2011年東日本大震災 東京都北区あすか山訪問看護ス
テーション所長の体験

日本訪問看護財団 常務理事
あすか山訪問看護ステーション統括所長 平原優美

・被災地から離れた場所で生じる間接被害の影響を受けた
地域による対応について報告
・発災後、約50分程で安否確認が必要な利用者65名全員
の安否を確認できたこと、また、発災翌日には福島原発に
よる放射能漏れによる訪問看護の安全基準について検討
し、国が示す安全基準やチェルノブイリ原発の研究論文か
ら訪問看護業務中止の判断基準を決定したことを報告
・発災後３日後には事業所マニュアルを改訂し職員に周知し
たことを時系列に報告
・ステーションの基準と注意点について具体的な内容を共有
・職員・家族の日常生活と、利用者・家族の療養生活の両方
の安心のために管理者ができることについて具体的に紹介

今後も「つながり」と「備え」が災害時の強みとなるよう、ネットワークづくりと共に災害時に役立つ実践的な情報の提供を継続して参ります

アンケート結果 （「交流会で参考になったこと」より一部抜粋）

Q）安否確認の方法について
A)講師：木村 氏より
・年3回利用者一覧表を作り確認している
・職員の自宅から近い距離に住む利用者を振り
分け、災害が夜間の場合は自宅から電話をかけ、
夜が明けたら訪問して安否確認をするようにし
ている
・利用者、家族が自立している場合は、自らの安
否を報告して欲しい旨を初回訪問時に説明して
いる

A)講師：平原より
・人工呼吸器を装着している等、特に注意が必要な
利用者については、災害時にケアマネジャーなど
複数の関係者が同時に安否確認を行う場合があ
る。そのため、日頃からサービス担当者会議など
で役割を検討し、情報共有することが大事
〇参加者からのコメント（一部抜粋）
・木村氏から紹介のあった安心カードを命の危険
を感じ不安な利用者に渡したところ「これで救
われることがあるかもしれない」と話し、訪問看
護師からの事前のサポートが安心に変わること
を実感したエピソードを紹介
・日中単身になる利用者が多い地域のため、災害
時に「一人にさせられない」というスタッフの思い
に寄り添うために、情報パネルを作成した。最終
飲水時間、インスリン療法の有無などについて
パネルで示すもので、初回訪問時に災害時に活用
するよう、利用者・家族に説明のうえ配布している
ことを共有

・平時から顔の見える関係がとれていると、災害時にも
気軽に相談できると、講義から改めて感じた
・被災地ではない場所での対応は、あたまで考えるだけで
は想定できないことを知ることができて有意義だった

・スタッフ教育だけではなく患者教育の必要性を感じた
・ペアステーションの実際例が参考になった
・災害時の職員の行動と注意点が明確になった
・経験に基づいた実践的な内容は今後も継続して学びたい
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